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静岡県栄養士会 食べるから繋がる地域包括ケア推進事業

医療法人かがやき総合在宅医療クリニック
管理栄養士 安田和代

在宅栄養専門管理栄養士
摂食嚥下リハビリテーション栄養専門管理栄養士

静脈経腸栄養（TNT-D）管理栄養士
NST専門療法士・准看護師

２．低栄養の兆候の見つけ方
専門職との連携方法

バランスを考えて
食べましょう。

どうしたら美味しく
食べられるか？

ちゃんと食事が
用意できているか？

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

食形態の調整

調理方法の指導

介護負担の軽減につながる提案

嚥下体操の奨励

口腔清掃状態の確認・口腔ケアの奨励

食事環境（食事姿勢や食具・介助方法）の確認

低栄養を防ぐために

食べることができる工夫

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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老年期の特徴
高齢者はなぜ

食べられなくなるのだろう？

口腔機能

身体機能

心理面
医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

1.社会的要因
1.独居
2.介護力不足・
ネグレクト

1.孤独感
2.貧困

2.精神的心理的要因
1.認知機能障害
2.うつ
3.誤嚥・窒息の恐怖

3.加齢の関与
1.嗅覚、味覚障害
2.食欲低下

4．疾病要因
1.臓器不全
2.炎症・悪性腫瘍
3.疼痛
4.義歯など口腔内の問題
5.薬物副作用
6.咀嚼・嚥下障害
7.日常生活動作障害
8.消化管の問題（下痢・便秘）

5．その他
1.不適切な食形態の問題
2.栄養に関する誤認識
3.医療者の誤った指導

高齢者の代表的な低栄養の要因

引用：
医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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高齢者の代表的な低栄養の要因

引用：

低栄養を予防し老化を遅らせるための食生活指針
1.  3食のバランスをよくとり、欠食は絶対さける
2. 動物性たんぱく質を十分に摂取する
3.  魚と肉の摂取は1：1程度の割合にする
4. 肉は、さまざまな種類を摂取し、偏らないようにする
5. 油脂類の摂取が不足にならないように注意する
6.  牛乳は、毎日200ml以上飲むようにする
7. 野菜は、緑黄色野菜、根野菜など豊富な種類を毎日食べ、
火を通して摂取量を確保する

8. 食欲がないときはとくにおかずを先に食べごはんを残す
9. 食材の調理法や保存法を習熟する

10. 酢、香辛料、香り野菜を十分に取り入れる
11. 味見してから調味料を使う
12. 和風、中華、洋風とさまざまな料理を取り入れる
13. 会食の機会を豊富につくる
14. かむ力を維持するため義歯は定期的に点検を受ける
15. 健康情報を積極的に取り入れる

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック



5

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

心不全症例における 栄養管理のポイント

〇心不全における栄養管理

〇低栄養の改善

〇脱水予防

〇介護負担（家族）の軽減

・必要栄養量の確保
・食事摂取量の増加
過度の塩分制限の緩和
咀嚼しやすい食形態
栄養摂取の目標設定

・必要栄養量の確保
・塩分制限
・水分制限

・摂取水分量の把握
・適正水分量の確保

・簡単な調理方法
・市販品の利用

食事摂取量の
増加

塩分
コントロール

水分
コントロール

調理方法
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食事摂取量の
増加

塩分
コントロール

水分
コントロール

調理方法

・「何を食べても美味しくない」

→味覚障害？ 食思不振？ 口腔内環境？ 口腔機能低下？

・「あまり量が食べられない」

→食事による疲労感？ 食事環境？ 少量摂取の習慣化？

・食事前に嚥下体操の実施

・少量で高エネルギー摂取できる工夫 油脂の利用

・食事に差し支えない程度の間食の推奨

・食事摂取の目標の明確化（リハビリ目的）

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

心不全症例における 栄養管理のポイント

塩分
コントロール

水分
コントロール

調理方法

・「梅干しは大好き…食べないようにしている。」

・「味噌汁は塩分多いでしょ？飲みたいけどやめておくわ。」

→塩分制限への意識が必要以上に強すぎないか？

→過度の塩分制限になっていないか？

→そのために食欲減退になっていないか？

・塩分制限の緩和をはかる

→「大丈夫」を伝える

・塩分コントロールしながらの食事摂取の具体的な方法を伝える

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

心不全症例における 栄養管理のポイント
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水分
コントロール

調理方法

・利尿剤を内服している

→排尿回数が多い トイレに行く回数が増える おっくうである

→意図的に摂取水分量を制限している

・１日の必要な水分量を伝える

・摂取水分量を「見える化」する ペットボトルの利用

・体重計測を継続することで、浮腫の出現を確認する

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

心不全症例における 栄養管理のポイント

調理方法

・病院や施設と違って3度の食事を用意する必要がある

・病態にあった食事の準備は困難である

・家族にとって食事の準備が負担になる

・心不全の食事療法について理解を求める

・献立作成のポイントを伝える

・市販品を利用するなど、簡単調理方法を伝える

・食形態について理解を求める

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

心不全症例における 栄養管理のポイント
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訪問栄養食事指導とは

医療保険 介護保険

名称
A:                        （要介護者対象）
B:介護予防居宅療養管理指導（要支援者対象）

対象者

＊在宅で療養を行っている通院困難な患者、居
宅系施設入居者等で通院が困難な患者で医師が
厚生労働大臣が定める特別食を提供する必要を
認めた場合。または次のいずれかに該当する
者：がん患者、摂食機能若しくは嚥下機能が低
下し た患者又は低栄養状態にある患者
＊指導対象は本人又は家族等

＊通院または通所が困難で、医師が厚生労働大
臣が定める特別食を提供する必要を認めた場合。
または当該利用者が低栄養にあると医師が判断
した場合
*指導対象は本人または家族等

対象食

腎臓病食・肝臓病食、糖尿病食、胃潰瘍食、貧血食、膵臓病食、脂質異常症食、痛風食、心臓疾
患などに対する減塩食、特別な場合の検査食（単なる流動食及軟食は除く）十二指腸潰瘍に対す
る潰瘍食、クローン病及び潰瘍性大腸炎による腸管機能の低下に対する低残渣食、高度肥満に対
する治療食、高血圧に対する減塩食

ﾌｪﾆｰﾙｹﾄﾝ尿症、楓糖尿病食、ﾎﾓｼｽﾁｼﾞﾝ尿症食、
ガラクトース血症食、治療乳、無菌食、尿素サ
イクル異常症食、メチルマロン酸血症食、プロ
ピオン酸血症食、極長鎖アシル-CoA脱水素酵素
欠損症食、糖原病食

経管栄養のための流動食、嚥下困難者（そのた
めに摂食不良となったものも含む）のための流
動食、低栄養状態

実施内容

＊当該医師の指示に基づき行う
＊管理栄養士が患者宅を訪問し、患者の生活条
件、し好等を勘案した食事計画案または、具体
的な献立等を示した食事指導箋を患者又はその
家族等に対して交付し、食事の用意や摂取等に
関する具体的な指導を３０分以上行う

＊当該医師の指示に基づき行う
＊関連職種と共同で栄養ケア計画を作成し交付
＊栄養管理に係わる情報提供、指導または助言
を３０分以上行う
＊栄養ケアマネジメントの手順に沿って行う
＊栄養状態のモニタリングと評価を行う

算定回数 月2回を限度とする

種類と対象訪問栄養食事指導

在宅患者訪問栄養食事指導
居宅療養管理指導

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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訪問栄養食事指導の種類

①医療保険における「在宅患者訪問栄養食事指導」では、特別食以外に

がん、摂食・嚥下機能低下、低栄養や先天性代謝異常の治療食を必要と

する場合に算定する。

②介護保険における「居宅療養管理指導」は要介護1から５の利用者に

対して、「介護予防居宅療養管理指導」は要支援１から２の利用者に対

して算定できる。また、このサービスは利用限度額区分の枠外のサービ

スで、自己負担は1割（一部は2割又は3割負担）である。要介護認定が

ある場合には医療保険より介護保険のサービスを優先的に利用する。

※訪問食事指導を利用する場合には、医療保険も介護保険も医師の指示

が必要である。

「訪問栄養食事指導実践テキストブック」
一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 より一部改変

管理栄養士による居宅療養管理指導

居宅療養管理指導料の算定は指定居宅療養管理指導事業所（医療機関等）

にて行われる。しかし、薬局や指定訪問看護ステーション等である指定居

宅療養管理指導事業所では、管理栄養士による居宅療養管理指導料は算定

できない。

居宅療養管理指導（Ⅰ）

通院通所が困難であり、厚生労働大臣が定める特別職が必要な利用者が対象。

医師の指示のもと利用者宅を訪問して栄養管理計画に関する情報提供と具体的な

指導を概ね1回30分以上行った場合に算定。（2回/月算定可）

居宅療養管理指導（Ⅱ）

当該居宅療養管理指導事業所以外の医療機関、介護保険施設、栄養士会が運営

する栄養ケア・ステーションの管理栄養士が行った場合

「訪問栄養食事指導実践テキストブック」
一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 より一部改変
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訪問診療

訪問栄養食事指導

①同一医療機関内の在宅医療チームとして
訪問する場合

自宅
病院・診療所

※常勤・非常勤は問わない

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

「訪問栄養食事指導実践テキストブック」
一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 より一部改変

訪問栄養食事指導

診療

情報提供書

②他の医療機関の管理栄養士として訪問する場合

病院・診療所

自宅
病院・診療所

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

「訪問栄養食事指導実践テキストブック」
一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 より一部改変
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依頼・契約

訪問診療

訪問栄養食事指導

③県栄養士会の栄養ケア・ステーションから
訪問する場合

自宅
病院・診療所

栄養ケア・ステーション
登録

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

「訪問栄養食事指導実践テキストブック」
一般社団法人 日本在宅栄養管理学会 より一部改変

東京都栄養士会
ホームページより
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訪問栄養食事指導の流れ

①退院前カンファランスへの参加

本人

家族

管理栄養士

ケアマネジャー

訪問看護師

病院看護師

病院医在宅医

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

訪問栄養食事指導の流れ

②初診同行

在宅医 管理栄養士

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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訪問栄養食事指導の流れ

③管理栄養士 訪問栄養食事指導

管理栄養士
医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

訪問看護ステーション

ケアマネジャー

管理栄養士 デイサービス
ショートステイ先

報告書

依頼・信頼関係

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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・栄養状態の把握
・身体計測
・食事摂取量の把握

食事内容の聞き取り
食習慣の聞き取り

・病態の把握
・必要栄養量の算出
・具体的なメニュー提案
・食形態の調整
・経腸栄養管理
・多職種との連携

情報共有

病院・施設からシームレスな栄養ケアマネジメント

在宅だからできることの提案

最期まで食を支える

・自宅での調理実習
・食習慣の把握
・嗜好にあった食事の

支援
・食環境の整備
・サービススタッフ
との連携・情報共有

・食の楽しみの提案
経口摂取
経腸栄養

・本人の希望を叶える食
・家族の希望を叶える食
・思い出に寄り添う食
・思い出作りとしての食

外来受診が困難な高齢者や神経難病患者
癌などでターミナル期を自宅で過ごしたい方
医療ケアが必要な小児 など

対象：

在宅での管理栄養士の関り

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

訪問先でご家族への調理指導

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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厚生労働省ホームページより

令和3年度介護報酬改定の概要

１．感染症や災害への対応力強化

２．地域包括ケアシステムの推進

４．介護人材の確保・介護現場の革新

５．制度の安定化・持続可能性の確保

３．自立支援・重度化防止の取組推進

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
厚生労働省ホームページより
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３．自立支援・重度化防止の取組推進

（２）介護サービスの質の評価と科学的介護の取組の推進

（３）寝たきり防止等、重度化防止の取組の推進

（１）リハビリテーション・機能訓練、口腔、栄養の

取組の連携・強化

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
厚生労働省ホームページより

（１）リハビリテーション・機能訓練、口腔、栄養の

取組の連携・強化

〇計画作成や会議について、リハ専門職、管理栄養士、歯科衛生士が必要に応じて

参加することを明確化する。

〇施設系サービスについて（中略）口腔衛生の管理体制を整備し、状態に応じた

口腔衛生の管理の実施を求める。

〇施設系サービスについて（中略）管理栄養士の配置を位置付けるとともに、基本

サービスとして状態に応じた栄養管理の計画的な実施を求める。

〇通所系サービス等について、介護職員等による口腔スクリーニングの実施を新た

に評価する。

管理栄養士と介護職員等の連携による栄養アセスメントの取組を新たに評価する。

〇認知症GHについて、管理栄養士が介護職員等へ助言・指導を行い栄養改善のため

の体制づくりを進めることを新たに評価する。

※以下抜粋

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
厚生労働省ホームページより
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『食支援』・・・

それぞれの職種が

それぞれの視点を

持っている

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

何を食べているのか、どうやって
食べているのかよくわからん！

そもそも、ものを食べられる
口じゃないし・・・

在宅ではすぐに検査は
できないし、状態をどう判断

したらいいのか？

誤嚥しても食べたいって言わ
れるけど、どうしたらいいの

かしら？

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック
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『食支援』

・それぞれの職種がもっている強みを

うまく連携させること

・食べることについてどうしたいか、

早い段階から考えること

・地域の資源を活用すること

医療法人かがやき 総合在宅医療クリニック

キーワードでわかる
『臨床栄養』

羊土社

訪問栄養食事指導
実践テキストブック

監修：一般社団法人
日本在宅栄養管理学会


